
第２章 電波利用爆発の時代へ
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電波利用爆発の時代へ

トラヒックの増大
新しい無線通信
技術の登場

新たな分野での
電波利用の出現

• 携帯電話や無線LANを利用したリッ
チコンテンツの流通や利用が増大

• 新たな電波利用システムの登場や
電波利用分野も拡大

• 2020年までに電波利用の質・量が
爆発的に拡大し、トラヒックは200倍
以上に

• コグニティブ無線通信技術、ソフ
トウェア無線通信技術等、新しい
無線通信技術を利用したシステ
ムやサービスの実現

• ワイヤレスと家電との融合、地
域活性化、医療分野への応用、
環境問題への対応等の様々な
新分野での電波利用の出現

電波利用の成長・発展

• 新たな利用周波数領域の拡張
• 周波数共用技術の開発
• 広帯域アンテナの開発
• アナログ・デジタル１チップ化技術の開発
• 通信品質信頼性技術の高度化
• 光通信技術の高度化
• 映像符号化技術の高度化
• ＯＳの仮想化、分散化

• セキュリティ認証技術の高度化
• バッテリーの能力向上
• メモリーの大容量化
• ＣＰＵの処理能力向上
• ディスプレイ用新素材・新方式の開発
• 衛星関連技術の高度化
• ＥＭＣ対策技術の高度化
• 測定技術の高度化

技術

• 我が国では、これまで周波数・用途に応じ多様な電波利用が進展

• AV機器、ゲーム機などのデジタル家電のワイヤレスネットワーク接続が増加

• 携帯電話の普及により、誰でも簡単にネットワークにつながる時代

• 電波を利用した様々な新サービス・新ビジネスが普及し、ユーザーの利便性が向上
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急増する電波利用

Wi-Fiによるネットワーク接続の成長
 PC、カメラ、家電、ゲーム機、携帯電話といっ

た様々な機器に、Wi-Fiを搭載。

 ネットワークサービスにより、新たな利用方法
や楽しみ方が登場。

• 我が国では、これまで周波数・用途に応じ多様な電波利用が進展

• AV機器、ゲーム機などのデジタル家電のワイヤレスネットワーク接続が増加

• 携帯電話の普及により、誰でも簡単にネットワークにつながる時代

• 電波を利用した様々な新サービス・新ビジネスが普及し、ユーザーの利便性が向上

（電波の利用分野の発展例）
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携帯電話等のワイヤレスによるイン
ターネット利用者数の増加
 携帯電話等の携帯情報通信端末によるイン

ターネット利用人口は、約7,506万人（2009
年3月末）。

出典：WiFi Alliance資料
Suicaによる新たなビジネス
 Suica導入により、交通網利用者の切符購入

等の利便性を向上させるだけでなく、電子マ
ネーとしての機能を活用した広範囲な小売業
へのビジネスを展開。

 利用件数は、一日あたり134万件。利用可能
店舗数は、約56,000店舗（2008年10月末）。

ワイヤレスネットワーク接続の増加
誰でも簡単にネットワークに

つながる時代
新サービス・新ビジネスの普及
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さらに２００倍！－膨れ上がる無線通信トラヒック

（トラヒック試算例）3.9世代移動通信システムのトラヒックの推計結果

情報通信審議会 情報通信技術分科会 携帯電話等周波数有効利用方策委員会
IMT-2000高度化作業班（第８回）資料を基に作成。

3.9世代移動通信で

約２００倍！

①新たに創出されるサービス
（例）
・ハイビジョン映像のアップロード
・映像教材のストリーミング
・大容量データ伝送による家電との連携
・大容量のサイネージ情報の配信
・医療画像伝送による遠隔医療

②新システムに置き換わって提供さ
れる既存のサービス

＜コンテンツの大容量化＞
（例） 映像ストリーミング

3.5G ： 384Kbps （au「Lismo Video」等の例）
3.9G（2012）： 4Mbps（圧縮率の高いHD映像と想定）
3.9G（2017）： 8Mbps（ハイビジョン並み映像と想定）

③既存システムにより提供される
既存のサービス

3.9世代移動通信システムの導入によ
る社会・経済へのインパクト・効果の視
点として、5年後、10年後のトラヒックの
伸びを ①新たに創出されるサービス、
②新システムに置き換わって提供され
る既存のサービス、③既存システムに
より提供される既存のサービス の要
素から試算。（2007年を100とした場
合）

• 携帯電話や無線LANを利用したリッチコンテンツの流通や利用が増大

• 新たな電波利用システムの登場や電波利用分野も拡大

• 2020年までに電波利用の質・量が爆発的に拡大し、トラヒックは200倍以上に
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ソフトウェア無線、コグニティブ無線 －期待される新世代無線通信イノベーション
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• トラフィックの増加に対応した通信の大容量化技術の導入

• コグニティブ無線通信技術、ソフトウェア無線通信技術等、新しい無線通信技術を利用した
システムやサービスの実現
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家庭、環境、医療、公共など様々な分野に広がりはじめる電波利用

• ワイヤレスと家電との融合、地域活性化、医療分野への応用、環境問題への対応等の様々な新分野での電波利用の出現

次世代情報家電、ホームネットワーク物流管理・食の安全性

電子タグによる物流管理、食品のトレーサビ
リティの高度化・効率化等を実現

・バス位置情報管理システム
・観光情報提供システム

地域ワイヤレスシステム

ワイヤレス家電システムの導入を実現

医療

健康管理の効率化、新たな診察技術の実現

ＩＴＳ

事故を未然に防止する安心･安全な高度化ＩＴＳ
の導入を実現

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

ロボット

電波による対象物の認知、姿勢制御等

の高度なセンサ技術、遠隔制御技術
の実現

電子マネー・料金収受 公共分野、安心・安全海のマルチメディア

携帯電話等による電子決済、ガス残量・
使用量の確認等料金収受の効率化

海上航行の安全性を高めるブロード
バンド通信の実現

新たな分野での
電波利用の出現
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バッテリー

メモリー

CPU

ディスプレイ

衛星関連技術

OS

セキュリティ
認証技術

新たな周波数
領域

周波数共用
技術

通信品質
信頼性技術

光通信
技術

2010 2015
0.1THz無線システムの実現 0.5THｚ～3THｚ無線システムの実現

CDMA、OFDMA 新多元接続方式

ナチュラルビジョン動画伝送 ナチュラルビジョン動画圧縮 3D映像の配信実現

RoundTrip遅延10ms RoundTrip遅延1ms以下

アナログ・デジタ
ル1チップ化技術

アンテナ技術

チューナブルアンテナ（VHF～3GHｚ対応）

チューナブルアンテナ（VHF～5GHｚ対応）

マルチバンドアンテナ

5GHz RF 10GHz RF 20GHz RF 40GHz RF

マルチコア対応OS ハードウェア仮想化OS 並列分散OS 分散ハードウェア仮想化OS

マルチモーダルバイオメトリクス認証 DNA認証の実用化

約150Wh/L 約300Wh/L 約500Wh/L 約1000Wh/L

FLASH:16Gbit FLASH:32Gbit FLASH:64Gbit FLASH:128Gbit

3GHz 8CPU 3GHz 16CPU 4GHz 24CPU

高発光率EL材料 超低電圧多段積層発光膜方式

120w/kg リチウムバッテリー 150w/kg リチウムバッテリー 衛星搭載用再生型燃料電池

2020

100Gbps級 数Tbps級

電波の最新技術に加え半導体、ソフトウェア技術も進展－電波利用を支える技術動向

映像符号化
技術

周波数共用技術や符号化技術等の電波利用の基礎となる技術や、信号処理やソフトウェア等の周辺
技術が、半導体技術やコンピュータ技術等の関連技術の進展にあわせ飛躍的に向上
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測定技術 測定周波数帯可変技術 テラヘルツ測定技術多チャンネル解析、広帯域信号測定
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